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1. 研究背景 
長距離大容量光ファイバー通信システムにおいて，エル

ビウムドープ光ファイバー増幅器の励起用光源として発振

波長 980 nmの半導体レーザーが用いられている． 

この半導体レーザーにて，安定な単一横モード動作を実

現することを目的として，基本モードのみが光利得領域に

閉じ込められ，高次モードが光損失領域に存在するリッジ

型レーザーとして，メサ両脇に横方向回折格子を設けた構

造の研究を行っている[1 - 3]．  

本研究では，この横方向回折格子として，デューティ比

の異なる複数の回折格子を組み合わせたときのレーザー特

性について報告する． 

2. デューティ比 
 Fig.1に示すように，横方向位相シフト回折格子のデュー

ティ比 γ は，矩形回折格子の下底の長さ τ と，回折格子の

ピッチ Λを用いて，次のように定義した． 

γ ＝ τ/Λ 

 

 

 

 

 

Fig.1  Duty ratio γ of transversal gratings. 

3. 構造 
Fig.2(a)に横方向回折格子を設けたリッジ型半導体レーザ

ーの断面模式図を示す．素子幅は 60 μｍ，メサ Wは 5.0 μ

ｍ，メサ両脇のうち片側の回折格子の周期数は 40である. 

Fig.2(b)にメサ近傍の回折格子の拡大図を示す．3 次の回

折格子を用いており，メサ端面と回折格子端面との間の距

離は 426 nm，回折格子の 3 次の回折格子のピッチΛは

428.7 nm，回折格子の深さ d は 400 nmである．メサに近い

領域の回折格子のデューティ比を γ1，メサから遠い領域の

回折格子のデューティ比を γ2 とし，それぞれの周期数を

20とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 (a) Cross-sectional view of the facet and enlarged drawing 

of the gratings in the vicinity of the mesa. 

4. シミュレーション結果 
Fig. 3 に I-L 特性を示す．パラメータは γ1と γ2である．

赤色の実線，破線，黒色の実線，青色の実線，破線はそれ

ぞれ (γ1, γ2)が(2/4, 3/4), (2/4, 1/4), (2/4, 2/4), (3/4, 2/4), (1/4, 

2/4)のときに対応している．これらすべての I-L特性におい

てキンクフリー動作が得られた．γ1 = 2/4の時，3本の曲線

はほぼ重なっている．一方 γ2 = 2/4 のときは，デューティ

比 γ1が大きくなるにつれて光出力が増加した． 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3. Light output P for the fundamental transverse mode as a 

function of injected current. The parameters are duty ratios γ1 and  

γ2. 

Fig.4 はデューティ比 γi. (i = 1,2)と発振しきい電流との関

係を示している． 

デューティ比 γ1を 2/4に固定したとき ，デューティ比 γ2.

が増加しても発振しきい電流はほぼ一定の値をとった．  

 一方，γ2 を 2/4 に固定したとき，γ1.が大きくなるにつれ

て発振しきい電流は小さくなった．  

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4. Threshold current Ith for the fundamental transversal mode 

as a function of the duty ratio γi. 

5. まとめ 
 デューティ比の異なる複数の回折格子を組み合わせた構

造において，レーザー特性をシミュレーションした． 

 メサ幅 5.0 μｍにて今回調べたすべてのデューティ比でキ

ンクフリー動作が得られた．また，発振しきい電流はメサ

に近い回折格子のデューティ比に強く依存することが明ら

かとなった． 
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